


































































　趣旨説明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
第一部　報告　　
1.  北海道への移住と民俗芸能








　　　  丸尾 依子（山梨県立博物館）
  
第二部　総合討議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　コメント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　 
　ディスカッション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　
　  

















































































き来ができません。そういうところで、60 軒しかないのに 30 カ所にも分散して避難している。 そ
の皆さんが、年に２回だけ集まる機会があります。図２は、流されてしまった集落の跡なんですが、
そこにお正月になると集まってきて獅子振りをするんです。もう１回は、４月末のお祭りのときです。


















































































3.  青原 さとし
　　福島県相双地方が培った真宗移民文化























































　それでいきますと、古いものとして神楽 19 件、風流 36 件、語り物・祝福芸 3 件、アイヌ古式舞
踊 16 件、その他 27 件となっています。「その他」の項目には、たいてい沖揚げ音頭のような民謡が
入っています。このアンケート自体、書いた方はその人なりに民俗芸能というものを考えているもの
ですから、北海道の場合は民俗芸能の範囲が幅広くあるということで、こういう民謡みたいなものま
で入って「その他」が 27 件となっています。合計 101 件です。
　資料２の「北海道の民俗芸能一覧」については、表１から 101 番までが「道内」のものというこ














子踊り系のものが表 23 から 34 番まであります。
あと江戸時代から続く古いものとして、荒馬舞、七夕踊、杵振舞があります。これは表 35 から 38
番で、特徴は杵や槍、太刀、薙刀などの採り物を持って、輪踊りをするような芸能です。それにも関
連するのですが、祭礼の渡御行列に関わる採り物の舞やお囃子系ですとか、奴行列など様々なものが
表 42 から 50 番まであります。その関連が北上したような形のものが表 69 から 75 番まであるとい
うことです。



























































































































































































































































































































































































いう順番になっています。3 万戸以上 4 万戸未満の地域は岩手
と宮城ですが、芸能数では宮城が５位、岩手が６位と、ともに































































































































































































































































































































































































































































































































































芸能の名称 伝承時期 由来 保存会等の状況 伝承元 伝承地
1 アイヌ古式舞踊 - - - - 千歳市
2 アイヌ古式舞踊 - - - - 旭川市
3 アイヌ古式舞踊 - - - - 白老町
4 アイヌ古式舞踊 - - - - 平取町
5 アイヌ古式舞踊 - - - - 日高町
6 アイヌ古式舞踊 - - - - 新冠町
7 アイヌ古式舞踊 - - - - 新ひだか町
8 アイヌ古式舞踊 - - - - 新ひだか町
9 アイヌ古式舞踊 - - - - 浦河町
10 アイヌ古式舞踊 - - - - 様似町
11 アイヌ古式舞踊 - - - - 帯広市
12 春採アイヌ古式舞踊 - - - - 釧路市
13 アイヌ古式舞踊 - - - - 釧路市
14 アイヌ古式舞踊 - - - - 白糠町
15 アイヌ古式舞踊 - - - - 弟子屈町








18 松前神楽 1625年以降 同上 後継者不足 福島町
19 松前神楽 1625年以降 同上 神楽少年団結成、愛好会 知内町
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































植した人々が、 明治３ ０ 年前後に伝承した


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・標高 1,000 メートル以上の高地 




  世帯数 25 
人  口 42 
住民のほとんどが 65 歳以上 
 ・集落の構成 
   一之瀬高橋 
 
 
一之瀬・落合    高橋 
 
 
一之瀬 二之瀬   三之瀬 
（下組）（下組）   （上組） 


















  中心となる 
・ウマと露払いを取り巻く集落の人々が 
うたう唄に合わせて踊る 
  ・小正月の道祖神祭りで行われてきた 
  ・道祖神場、集落の各家、寺社、小祠 
   等で踊られた 
  ・「春駒」は県指定文化財と前後して 
発生した呼び名で、踊り自体は元々 
ウマオドリと呼ばれてきた 





月 日 行われる内容 
1 月 年初 別当（「春駒」執行の責任者）と組長が相談し、行事執行について決定する。 
3 日 カミアツメ（紙集め） 
道祖神祭りで使用する寄進（祝儀）などを集め歩く。その際、道中笛などのお囃
しを奏しながら歩く。落合は七日に行う。 












































  ○復活のきっかけ 
  ・一之瀬高橋出身の女性の個人的な活動 
  ・同郷者に声を掛けた結果、約 40人が集まり保存会活動再開に結びついた 
  ・「イベント上演ではなく、本来の『春駒』をやりたい」との思いが根底にあった 
  ○新保存会の変更点 
  ・活動拠点を市街地に置き、用具一式も移した 
  ・組織改変：会員資格から年齢、性別、居住地の制限をなくす。役員の任期、選出
方法を定める 
  ○変更されなかった点 
  ・基本的な練習方法 
   
  ＜「春駒」の再構成＞ 
  ・市街地で「春駒」を行うにあたり、行事を改変する必要があった 
  ・目標は、ドウソウジンとしての「春駒」にできるだけ近い形で開催すること 
  ・会員が意見を出し合って祭りの詳細を話し合った 
  ○開催時期 
  ・1月 14日（お十四日）に近く、寒さの厳しい冬季に行う 
  ・「春駒」の記憶は寒さとともに語られることが多く、「春駒」（ドウソウジン）は
凍てつく冬のものであるという感覚があったため 





第 9 回無形民俗文化財研究協議会「地域アイデンティティと民俗芸能」    2014/12/5 
4 
 
  ○開催時間 
  ・日没後が望ましい。ドウソウジンも夜の祭りであることから、それに倣った 
  ・万灯や提灯に灯りが入らないことや、施した化粧が見えすぎるなど、昼間の上演
に違和感を覚えていた会員が多かった 
  ○会場 
  ・保存民家「甘草屋敷」（重要文化財旧高野家住宅）を別当の家に見立てた 
  ・道祖神場は近くの広場を仮設道祖神場として使用した 
  ・一之瀬高橋に戻って行うという案も出たものの、会員の現在の居住地と道路事情
を考慮した結果、市街地での開催とした 
  ○祭りの流れ 










































  ○カミタテ（飾りなどの準備） 
  ・祭りの前に飾りをつくる日を設けて実施 
 






















































































































地域で 43 件のみろく踊りが記録されていたのですが、去年調べましたらたった 3 件しか伝承されて
いなくて、伝承されてるものでも録音テープでやっているというような状況です。
　それから黒澤の田楽、これも先ほど言いました天竜川流域の大事な田楽のひとつですが、去年は
たった 2 人だけで 30 数番の演目をこなしたそうです。ついこの間まで 6 人だったのですが、年々 1























































第９回無形民俗文化財研究協議会           2014・12・5 東京文化財研究所 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































      
　アンケート集計結果
　　1. 参加者 総数　　　　　128 名　（スタッフ 11 名を含む） 　
　　2. アンケート回収率　 　アンケート回収数：54 名 ／ 回収率　46 %   
　　3. アンケート集計結果  
　　   （1） 回答者内訳（54 名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （2）満足度　　 
 　　　【性別】　　（名）　  【年代】　     （名）　  【所属】　         　（名）
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